
2023年度 小委員会活動成果報告 
（2024 年 1 月 19 日作成） 

小委員会名 空き地から構築する都市戦略小委員会
主 査 名：遠藤新

就任年月：2023 年 4 月

所属本委員会
（所属運営委員会）

都市計画委員会 委員長名：野嶋慎二 

設 置 期 間 2023 年 4 月  ～  2027 年 3 月 

設 置 目 的

各年度活動計画

（箇条書き）

少子高齢化、人口減少と経済縮退を背景として空き地が増加，常態化していく都市にお

いては、建築的利用を前提とした過渡的な状況として空き地を捉えることに限界がある。

むしろ「空いていること」に価値を見いだし利活用する方策や、「空き」に意味を見いだ

しその空きを許容していくことこそが求められる。こうした認識を前提に、本小委員会は、

（都市において解消すべきものとしての）個々の空き地対策のみに着目するのではなく、

空き地が増加・常態化していく都市のあり方そのものを時間軸・空間軸から抜本的に問い

直し、都市のレジリエンスやサスティナビリティ、あるいは都市の魅力や文化、アイデン

ティティを継承するための「空き地」の残し方、活かし方、について研究する。

＜初年度＞ 

・ 各委員の関与・連携する実践研究を通じた「空き地の活かし方」「空き地の残し方」

検討の取り組み(4年間)、書籍の刊行準備、書籍の執筆・査読

＜２年度＞ 

・ 大会オーガナイズドセッション(その 1)企画実施、執筆準備・作業

＜３年度＞

・ 大会オーガナイズドセッション(その 2）企画実施、研究集会企画、執筆作業

＜４年度＞

・ 大会研究集会の企画・実施、小委員会の活動成果とりまとめ

・ 小委員会活動の総括として、研究・活動の成果を踏まえた書籍の刊行を企画

委員構成
（委員名（所属））

委員公募の有無：有 

主査：遠藤新（工学院大学） 

幹事：阿部俊彦（立命館大学／代表幹事）、蕭閎偉（九州大学）、土橋悟（(株)

都市環境研究所）、矢吹剣一（横浜国立大学） 

委員：秋田典子（千葉大学）、泉山塁威（日本大学）、角館政英（ぼんぼり光環境

計画(株)）、北原麻理奈(横浜市立大学)、窪田亜矢（東北大学）、園田聡（ハ

ートビートプラン）、中尾俊幸（(株)RIA）、星野裕司（熊本大学）、安森亮

雄（千葉大学） 
設置 WG 特になし

2023 年度予算 220,000 円 ホームページ公開の有無：有

委員会 HPアドレス：http://openspacedesign.club

項  目 自己評価

委員会開催数
 4  回（年度内計画を含む） 

小委員会：6/30, 9/5-6, 9/12(現地調査), 3月予定 

上記以外に幹事会：4/26, 5/22, 9/29, 11/30, 12/27, 1/6(臨時), 2/13 予定

刊行物 該当なし

講習会 該当なし

催し物 該当なし

大会研究集会 該当なし

対外的意見表明・パブリッ

クコメント等
該当なし

目標の達成度
（当初の活動計画と得られ

た成果との関係）

１．書籍の刊行企画について内容整理、構成案の作成、執筆着手 

２．研究集会企画のための現地調査の実施、大会 OS 企画

委員会活動の問題点

・課題

１．書籍の出版にむけた原稿のとりまとめ

２．行事・催し物を通じた社会に対する発信の強化




